塩ビ工業・環境協会殿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　年　　　月　　　日
塩ビリサイクル支援申請書

	申請者

	住所
	

	
	事業者名
	

	
	代表者氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	業種及び
主要事業内容
	


1． 支援テーマ名

2． 対象塩ビ製品および分野
１）対象塩ビ製品
（リサイクル対象となる塩ビ製品名および使用済み、施工端材、製造ロスなどの出所を記載して下さい）
２）対象分野　（該当箇所に丸印、複数可）
①マテリアルリサイクル　　②フィードストックリサイクル　　③サーマルリサイクル

④システム開発・整備　　 ⑤実証試験   ⑥その他（　　　　　　　　　　　　）
３．貴社のリサイクルの取り組み
（目的、背景、課題、対策、技術、効果等について、ポイントやアピールすべき内容を盛り込んで具体的且つ簡潔に記載して下さい）
１）支援申請の背景

（当該分野の事業的背景、塩ビリサイクル取組実績、保有技術、実用化の基礎となる技術習得などの背景と目的を簡潔に記載して下さい）
２）これまでの塩ビリサイクルの取り組み
      （塩ビ製品、関連製品のリサイクル技術開発およびリサイクル事業、現状の取組みなどを簡潔に記載してください。）、

３）貴社が保有する技術

　　（申請案件に直接、間接に関係がある貴社の保有技術を記載して下さい）
４．支援テーマの内容（例えば箇条書きにするなど、簡潔にわかりやすく記載してください。）
１）目的

２）解決すべき課題

３）課題を解決するための目標および具体的方策
（具体的な目標の内容、それを達成するための手段、方法などを出来るだけ定量的かつ具体的に記載して下さい。別途説明資料があれば添付をお願いします）

  １）方策の骨子
２）目標値

３）具体的方策
４）詳細な説明
（これまでの検討結果や文献情報などを踏まえて（必要に応じて引用しながら）、上記の目標や具体的方策を詳しく説明してください。その中で、技術的な考え方や達成可能と考えられる根拠など、技術面のポイントを説明してください。）
５．実施計画の内容

１）具体的内容
1 廃材の排出元から再生製品の販売に至るフロー
（ここでは、仕入先、外注先、販売先、最終ユーザー関連などを図示し、想定数量も記載）

2 リサイクル工程フロー
　　　（ブロックフロー図などを使って、分かりやすく記載ください。ポイントとなる定量的な説明を付記することもかまいません。）
3 リサイクルに関わる設備リスト／設備仕様
　　（先に記載した具体的方策と対応させて、設備の仕様やその前提条件を含めて記載してください。）
④事業化の見通し
（事業の構想・スキーム、採算性評価など市場性を含めて事業化の見通しを示してください。）
２）期待効果
（リサイクル量の増加、コストの低減、省力化、環境負荷の低減、波及効果、他者への技術供与など）
３）費用計画

　＜費用総額＞
	費用総額　　　　　（千円）
	

	協賛要望額　　　 （千円）
	


＜費用の細目＞
	費目区分
	内訳
	金額
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	　　　　
	

	
	
	　　
	

	
	　　－
	　　　　　　　
	

	費用総額
	
	0
	


４）実施計画／工程表
4． 実施計画について（主要検討項目の実施時期を工程表で記載して下さい。）
1） 実施期間　平成　　　年　　　月から平成　　　　年　　　　月

2） 実施工程表

	実施内容
	　　月
	　　月
	　　月
	　　月
	　　月
	　　月
	・・・・・・・

	検討項目１
	
	
	
	
	
	
	

	検討項目２
	
	
	
	
	
	
	

	検討項目３
	
	
	
	
	
	
	

	検討項目４
	
	
	
	
	
	
	

	報告書作成
	
	
	
	
	
	
	


５）実施体制（場所、担当者、組織）
	実施場所
	

	担当者氏名
	

	所属、役職
	

	連絡先（住所）

（ＴＥＬ、FAX）

（e-mail）
	


	実施組織(図)

	


６．その他資料の提出

（本申請書に添えて、下記の資料をご提出下さい。）
1 会社概要を示す資料

・会社案内　　・会社組織図　　・技術パンフレット、技術資料（公開資料）　など

2 会社業況を示す資料

・直近二期決算書
（損益計算書、貸借対照表、株主資本等変動計算書、キャッシュフロー計算書）
・株主一覧表（非上場会社の場合）
・税務申告書

3 品質保証・環境に対する取組みを示す資料

・ＩＳＯ認証取得の状況　など

以上
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添付資料１














（費目区分は実情に合わせて適切な費用区分名で記載ください。





費用区分 表記例


　　材料費、用役費（電気代、蒸気代など）、旅費・交通費


　　備品費、設備・機器費、


　　外注費（分析費、性能試験費、試作委託費など）


　　廃材処理費　・・・・・・・・
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